
2広報みはま

　

現
在
、
日
本
で
は
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
美
浜
町
で
も
高
齢
者(

65
歳

以
上
の
人)

の
人
口
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
は
３
，１
４
５
人
だ
っ
た

の
に
対
し
、
平
成
23
年
は
３
，２
０
２
人
、

ピ
ー
ク
の
平
成
30
年
に
は
３
，５
１
０
人

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合(

高

齢
化
率)

も
年
々
伸
び
て
お
り
、
平
成

18
年
の
28
・
0
％
が
、
平
成
23
年
は
30
・

2
％
、
平
成
35
年
に
は
37
・
7
％
に
達

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
の
背
景

第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画

老
人
福
祉
計
画
を
策
定

及
び

　

介
護
保
険
利
用
者
も
増
加

｢

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ぬ
く
も
り
と
ふ
れ
あ
い
の
町｣ 

を
目
指
し
て

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
要
介
護
等
認
定
者
の
数
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
平
成
21
年
4
月
の
利
用
者
は

５
３
９
人
で
し
た
が
、
平
成
23
年
10
月
に

は
５
９
８
人
と
な
り
、
2
年
半
の
間
に
59

人
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
認
定
率(

介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
割

合)

も
、
16
・
5
％
か
ら
18
・
5
％
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
23

年
4
月
の
町
の
認
定
率
は
18
・
5
％

で
、
国
平
均
値
17
・
５
％
と
県
平
均
値

17
・
2
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
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山口町長に答申結果を報告する大越運営協議会長

　美浜町介護保険運営協議会 ( 会長 ･ 大越扶貴 三重
県立看護大学教授 ) が昨年 6 月から検討を続けてきた
｢ 美浜町第 5 期介護保険事業計画及び老人福祉計画 ｣
がこのほどまとまり、山口町長に答申されました。
　この計画は、町の介護保険事業や高齢者福祉施策の
今後の方向性を示したもので、実施期間は平成 24 年
度から 26 年度までの 3 か年となっています。

※お問い合わせ先　
　町福祉課 ( 担当 ･ 山口 ) ☎ 32‐6704
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計
画
の
ポ
イ
ン
ト　

　

本
計
画
は
、｢

介
護
保
険
事
業
計
画｣

と｢
老
人
福
祉
計
画｣

を
一
体
的
に
策
定

す
る
こ
と
で
、
介
護
保
険
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

第
5
期
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
高
齢
者
が
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す

る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、｢

地
域
包
括

ケ
ア｣

を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
包

括
ケ
ア
の
実
現
に
は
、
介
護
、
予
防
、
医

療
、
生
活
支
援
、
住
ま
い
の
5
つ
の
サ
ー

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
ま
ち

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

地
域
で
お
互
い
に

支
え
あ
っ
て
生
き
る
ま
ち

計画の体系

[基本方針] [ 基本的方向性 ]

医療ニーズが高い要介護者を
在宅で支えるしくみづくり

介護サービス利用の適正化

☆重点項目☆
認知症についての啓発によ
る早期発見と支援の充実
( すまいる活動の推進 )

介護サービスの充実と質の
向上

介護給付の適正化

地域で支えあう意識と体制
づくり

地域活動の活性化

介護者への支援

ビ
ス
が
、
切
れ
目
な
く
一
体
的
に
行
わ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
や
現
場
の
意
見
を
反
映　

　

町
で
は
、
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
学

識
経
験
者
や
医
療･

福
祉
関
係
者
、
町
民

等
で
構
成
さ
れ
る｢

美
浜
町
介
護
保
険
運

営
協
議
会｣

を
設
置
し
、
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
策
定
の
過
程
で
は
、
現
状
分
析

だ
け
で
な
く
、
町
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
介
護
福
祉
現
場
と
の
ワ
ー

キ
ン
グ
会
議
を
実
施
し
、
町
が
取
り
組
む

べ
き
重
点
事
項
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

元
気
で
活
動
的
な
85
歳
を
目
指
し
て　

　

策
定
し
た
計
画
の
基
本
理
念
は
、｢

誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ぬ
く
も
り
と

ふ
れ
あ
い
の
町｣

で
、
そ
の
体
系
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　

計
画
で
は
、｢

認
知
症
に
つ
い
て
の
啓

発
に
よ
る
早
期
発
見
と
支
援
の
充
実｣

を

特
に
重
点
項
目
と
し
て
お
り
、
次
の
こ
と

に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

④
高
齢
者
へ
の
認
知
症
健
診
の
検
討

　

今
後
、
町
で
は
、
こ
の
計
画
の
達
成
に

向
け
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
協
働
で

各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、｢

元
気
で
活
動
的
な
85
歳｣

を
こ
の

町
の
高
齢
者
像
と
し
、
高
齢
者
が
地
域
づ

く
り
の
一
役
を
担
う
こ
と
で
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
か
か
り
つ
け
医
、
事
業
所
、
町
民
、
地

　

域
に
よ
る
早
期
発
見

②
認
知
症
に
関
す
る
出
前
講
座
の
実
施

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
へ
の
参

　

加
促
進

⑤
地
域
で
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

(

す
ま
い
る
活
動
の
推
進)

誰もが安心して暮らせる
　　　  ぬくもりとふれあいの町

基本理念

住み慣れた地域でいきいき
と暮らす取り組みの推進

住み慣れた地域で自立生活
を支えるサービスの充実

若年期からの継続的な介護
予防の推進

計画の概要版を、5 月に全戸配布
しますのでご覧ください。


